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リッド開催．2023，2，12現地開催及びWeb配信．
2 松尾宗明：小児期神経線維腫症1型の治療と管理．第74回日本皮膚科学会中部支部学術大会 ハイ
ブリッド開催．2023，10，28‐29現地開催及びWeb配信．
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した小児例の臨床的多様性．第126回日本小児科学会学術集会．2023，4，14‐16現地開催及びラ
イブ配信 オンデマンド配信：2023，4，20‐5，31．

4 實藤雅文，前田寿幸，一ノ瀬文男，中村拓自，松尾宗明：自己免疫性自律神経障害の小児における
心電図心拍変動の有用性．第65回日本小児神経学会学術集会．2023，5，25‐27現地開催及びライ
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真輔，川井正信，惠谷ゆり：小児炎症性腸疾患におけるレミチェックQ®を用いた血中インフリ
キシマブトラフ濃度の検討：多施設共同研究．第14回日本炎症性腸疾患学会学術集会．2023，12，
1．

11 ○松浦朋美，垣内俊彦：持続グルコース測定器（FGM：Flash Glucose Monitoring）を使用して血糖
管理を行った糖原病Ⅰａ型の1例．第50回日本小児栄養消化器肝臓学会．2023，10，20‐22．

12 ＊萩原真一郎，神保圭佑，南部隆亮，水落建輝，梶恵美里，垣内俊彦，肥塚慶之助，前山隆智，大沼
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腎臓検診体制の調査．第58回日本小児腎臓病学会学術集会．2023，6，29‐7，1．
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14 熊本 崇，土井大人，峰松伸弥，納所哲也，岩永 学，冨野広通，七條了宣，江頭政和，江頭智子，
高柳俊光，熊本愛子，西村真二，西川小百合，田代克弥，松尾宗明：重症先天性心疾患検出を目的
とした新生児パルスオキシメトリースクリーニング～佐賀県での取り組みについて～．第126回日
本小児科学会学術集会．2023，4，14‐16現地開催及びライブ配信 オンデマンド配信：2023，4，
20‐5，31．

15 熊本 崇，土井大人，峰松伸弥，納所哲也，岩永 学，冨野広通，七條了宣，江頭政和，江頭智子，
高柳俊光，熊本愛子，西村真二，西川小百合，田代克弥，松尾宗明：重症先天性心疾患検出を目的
とした新生児パルスオキシメトリースクリーニング～佐賀県での取り組みについて～．第59回日本
小児循環器学会総会・学術集会．2023，7，6‐8 オンデマンド配信：2023，7，26‐8，31．

16 ＊田島大輔，田代克弥，松尾宗明：Myoclonic epilepsy in infancy6例の検討．第65回日本小児神経学
会学術集会．2023，5，25‐27現地開催及びライブ配信 教育演題オンデマンド配信：2023，5，
2‐7，9 一般演題オンデマンド配信：2023，5，24‐7，9 その他オンデマンド配信：2023，6，
9‐7，9．

17 ＊大串栄彦，岡 政史，古川理恵，陣内久美子，松尾宗明：特発性ネフローゼ症候群の初発時治療中
にCOVID‐19を発症した1例．第58回日本小児腎臓病学会学術集会．2023，6，29‐7，1．

18 ＊一ノ瀬文男，樋口直弥，中村拓自，田島大輔，前田寿幸，實藤雅文，川口 淳，松尾宗明：P2X
7受容体遺伝子多型と熱性けいれんおよび IL‐1β産生能との関連について．第65回日本小児神経
学会学術集会．2023，5，25‐27現地開催及びライブ配信 教育演題オンデマンド配信：2023，5，
2‐7，9 一般演題オンデマンド配信：2023，5，24‐7，9 その他オンデマンド配信：2023，6，
9‐7，9．

19 ＊一ノ瀬文男，松浦朋美，樋口直弥，中村拓自，實藤雅文，松尾宗明：牛乳アレルギーの発達性てん
かん性脳症へのケトン食療法導入．第56回日本てんかん学会学術集会．2023，10，19‐21現地開催
＋ライブ配信 オンデマンド配信：2023，11，6‐30．

20 土井大人，熊本 崇，小林 優，長友雄作，永田 弾：Pulmonary infantile hemangioma を合併し
た無脾症候群の1例．第59回日本小児循環器学会総会・学術集会．2023，7，6‐8 オンデマンド
配信：2023，7，26‐8，31．

21 土井大人，熊本 崇，荻野明日香，島田里美：小児救急医療に潜む冠動脈疾患．第36回日本小児救
急医学会学術集会．2023，7，22‐23Web開催：2023，8，1‐31．

22 土井大人，熊本 崇，松尾宗明：急性心筋炎との鑑別を要したベラパミル感受性心室頻拍の一例．
第27回日本小児心電学会学術集会．2023，12，8‐9．

23 中村拓自，一ノ瀬文男，松尾宗明：遷延する過眠期の短縮にステロイドパルスが有効であった
Kleine-Levin 症候群の一例．第65回日本小児神経学会学術集会．2023，5，25‐27現地開催及びラ
イブ配信 教育演題オンデマンド配信：2023，5，2‐7，9 一般演題オンデマンド配信：2023，
5，24‐7，9 その他オンデマンド配信：2023，6，9‐7，9．

24 中村拓自，一ノ瀬文男，松尾宗明：Poirier-Bienvenu neurodevelopmental syndrome（POBINDS）
の一例．第56回日本てんかん学会学術集会．2023，10，19‐21現地開催及びライブ配信 オンデマ
ンド配信：2023，11，6‐30．

25 ＊冨野広通，土井大人，熊本 崇，西川小百合，上妻友隆，津村圭介，髙栁俊光，松尾宗明：左腕頭
動脈孤立症，右側大動脈弓を合併したファロー四徴症の1例．一般社団法人日本胎児心臓病学会第
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29回学術集会．2023，2，24‐25オンデマンド配信：2023，3，10‐23．
26 ＊工藤舞花，土井大人，島田里美，熊本 崇，岩永 学，松尾宗明：14トリソミーモザイクの一例－

1歳を迎えて－．第126回日本小児科学会学術集会．2023，4，14‐16現地開催及びライブ配信 オ
ンデマンド配信：2023，4，20‐5，31．

27 ＊工藤舞花，小金丸三璃，江口啓意，西 眞範，松尾宗明：急性リンパ性白血病治療中にCOVID‐
19持続感染状態となり1型糖尿病を発症した1例．第65回日本小児血液・がん学会学術集会．2023，
9，29‐10，1 現地開催及びライブ配信．

28 ＊中村美結，古川理恵，岡 政史，田代克弥，松尾宗明：先天性単腎症と双角子宮に膜性腎症を合併
した女子例．第126回日本小児科学会学術集会．2023，4，14‐16現地開催及びライブ配信 オンデ
マンド配信：2023，4，20‐5，31．

29 西野将史，垣内俊彦：胃酸分泌低下を有さないヘリコバクター・ピロリ泥沼除菌の小児例．第50回
日本小児栄養消化器肝臓学会学術集会 ハイブリッド開催．2023，10，20‐22現地開催及びWeb
配信 オンデマンド配信：2023，10，20‐12，12．

30 ○草野脩平，柿木寛明，有働和馬，東武昇平，岡 政史，西 眞範，野口 満：急性骨髄性白血病患
児の骨髄抑制期におけるTULの経験．第32回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会．2023，7，
19‐21オンデマンド配信：2023，8，1‐31．

地方規模の学会
1 ＊在津正文，森田 駿，川﨑祥平，岩永 晃，島田里美，樋口直弥，一ノ瀬文男，中村拓自，實藤雅
文，松尾宗明：発熱・喘鳴での入院加療後に発症した急性弛緩性脊髄炎の1例．第51回西日本小児
アレルギー研究会．2023，8，19‐20．

2 垣内俊彦，吉浦真登，横山 梓，池内愛子：小児潰瘍性大腸炎に対する生物学的製剤の第一選択薬
としてのベドリズマブの有効性と課題．第23回日本小児 IBD研究会 ハイブリッド開催．2023，3，
4‐5 現地開催及びWeb配信．

3 ＊萩原真一郎，神保圭佑，南部隆亮，水落建輝，梶恵美里，垣内俊彦，肥塚慶之助，前山隆智，大沼
真輔，川井正信，惠谷ゆり：小児炎症性腸疾患におけるレミチェック®を用いた血中インフリキ
シマブトラフ濃度の検討：多施設共同研究．第23回日本小児 IBD研究会 ハイブリッド開催．2023，
3，4‐5 現地開催及びWeb配信．

4 ＊安田亮輔，新井勝大，工藤孝広，南部隆亮，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本邦生，十河 剛，
高橋美智子，恵谷ゆり，加藤 健，山下裕史朗，水落建輝：小児炎症性腸疾患の活動性評価におけ
る血清 LRGと血清カルプロテクチンの有用性：多施設共同研究．第23回日本小児 IBD研究会 ハ
イブリッド開催．2023，3，4‐5 現地開催及びWeb配信．

5 ＊熊本愛子，渕上真穂，中林結子，岩永 晃，前田寿幸，西村真二，土井大人，熊本 崇，松尾宗
明：群馬スコアが低値だった川崎病ショック症候群の乳児例．第94回佐賀小児科地方会・第218回
日本小児科学会長崎地方会合同地方会合同地方会 ハイブリッド開催．2023，7，30現地開催及び
Web配信．

6 熊本 崇，田代克弥，峰松伸弥，土井大人，松尾宗明，山口尊則：Upper loop reentry 頻拍を合併
したファロー術後21トリソミー例．第3回日本不整脈心電学会九州地方会．2023，4，8．

7 ＊浦元華子，土井大人，熊本 崇，伊東優哉，江藤潤也，松尾宗明：発作性上室性頻拍を合併したバ
セドウ病の一例．第93回佐賀小児科地方会 ハイブリッド開催．2023，4，22現地開催及びWeb
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配信．
8 土井大人，熊本 崇，馬場裕太，高柳俊光，松尾宗明：心筋炎との鑑別を要したベラパミル感受性

心室頻拍の一例．第94回佐賀小児科地方会・第218回日本小児科学会長崎地方会合同地方会合同地
方会 ハイブリッド開催．2023，7，30現地開催及びWeb配信．

9 ＊浦元華子，土井大人，熊本 崇，伊東優哉，江藤潤也，松尾宗明：発作性上室性頻拍を合併したバ
セドウ病の一例．第22回九州・沖縄小児救急医学研究会．2023，8，19．

10 中村拓自，峰松伸弥，土井大人，熊本 崇，松尾宗明：血管迷走神経性失神と Ictal asystole の鑑
別に苦慮したてんかんの一例．第18回日本てんかん学会九州地方会．2023，7，15Web開催．

11 中村拓自，樋口直弥，實藤雅文，松尾宗明：横紋筋融解症を繰り返した遅発型VLCAD欠損症の
13歳女子例．第95回日本小児神経学会九州地方会 ハイブリッド開催．2023，8，6 現地開催及び
Web配信．

12 中村拓自，一ノ瀬文男，實藤雅文，松尾宗明：Mowat-Wilson 症候群の一例．第417回福岡小児神
経研究会．2023，3，25Web開催．

13 中村拓自，樋口直弥，實藤雅文，松尾宗明：Wiedemann-Steiner 症候群の一例．第419回福岡小児
神経研究会．2023，6，17Web開催．

14 ＊峰松伸弥，熊本 崇，渡邉まみ江（眞鍋舜彦，峰松優季，田中惇史，古賀大貴，清水大輔，杉谷雄
一郎，宗内 淳）：左側相同患者で誘発された上室性頻拍はフォンタン術前に治療すべきか．第35
回九州小児不整脈研究会 ハイブリッド開催．2023，11，3‐4 現地開催及びWeb配信．

15 ＊伊東優哉，馬場裕太，江口啓意，飯田美穂，納所哲也，渕上真穂，中林結子，熊本愛子，前田寿幸，
西村真二，松尾宗明：アリピプラゾールによる薬剤性糖尿病が疑われる1例．第93回佐賀小児科地
方会 ハイブリッド開催．2023，4，22現地開催及びWeb配信．

16 納所哲也，飯田美穂，伊東優哉，渕上真穂，中林結子，岩永 晃，熊本愛子，前田寿幸，西村真二，
江口啓意，西 眞範，松尾宗明：上肢の疼痛，自動運動低下を契機に発見された化膿性肩関節炎及
び急性骨髄炎の2症例．第93回佐賀小児科地方会 ハイブリッド開催．2023，4，22現地開催及び
Web配信．

17 納所哲也，西 眞範，江口啓意，平川雄大，工藤舞花，松尾宗明：急性リンパ白血病の治療中に抗
GAD抗体陽性の糖尿病を合併した2例．第95回佐賀小児科地方会 ハイブリッド開催．2023，12，
3 現地開催及びWeb配信．

18 ＊島田里美，樋口直弥，吉浦真澄，川﨑祥平，浦島真由美，大串栄彦，西川小百合，在津正文，中村
拓自，實藤雅文，松尾宗明：急性弛緩性脊髄炎の一例．第93回佐賀小児科地方会 ハイブリッド開
催．2023，4，22現地開催及びWeb配信．

19 ＊馬場裕太，田島大輔，田代克弥，松尾宗明：腹痛・筋力低下で発症したMOAGDの一例．第421回
福岡小児神経研究会 ハイブリッド開催．2023，9，30現地開催及びWeb配信．

20 ＊馬場裕太，工藤舞花，岡 政史，熊本 崇，岩永 学，松尾宗明，山田耕治：長期入院を要してい
るACTERL連合の臨床経過．第93回佐賀小児科地方会 ハイブリッド開催．2023，4，22現地開
催及びWeb配信．

21 ＊工藤舞花，熊本 崇，岩永 学，中村拓自，土井大人，松尾宗明：心内修復術を行った両大血管右
室起始症・18トリソミーの経過．第94回佐賀小児科地方会・第218回日本小児科学会長崎地方会合
同地方会 ハイブリッド開催．2023，7，30現地開催及びWeb配信．
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22 ＊工藤舞花，中村拓自，一ノ瀬文男，實藤雅文，松尾宗明：有熱時けいれん重積，精神症状を呈し自
然軽快したMOG抗体関連皮質性脳炎の7歳女児例．第415回福岡小児神経研究会．2023，1，28
Web開催．

23 ＊小金丸三璃，岡 政史，古川理恵：重症新生児仮死後に腹膜透析を導入し，乳児期に離脱した1例．
第93回佐賀小児科地方会 ハイブリッド開催．2023，4，22現地開催及びWeb配信．

24 ＊小金丸三璃，溝口ゆかり，石田有莉，中村美結，尾形善康，松尾宗明：全身型若年性特発性関節炎
の治療経過中に潰瘍性大腸炎を発症した14歳女児例．第14回KOCS小児リウマチ研究会．2023，
5，13．

25 西野将史，岡 政史，大串栄彦，松尾宗明：再発治療中のショックを反復したステロイド抵抗性ネ
フローゼ症候群の男児例．第95回佐賀小児科地方会 ハイブリッド開催．2023，12，3 現地開催及
びWeb配信．

26 西野将史，岡 政史，大串栄彦，松尾宗明：再発治療中に敗血症性ショックを反復したステロイド
抵抗性ネフローゼ症候群の男児例．第36回九州小児ネフロロジー研究会学術集会．2023，8，26‐
27．

27 平川雄大，樋口直弥，中村拓自，西 眞範，納所哲也，江口啓意，熊本 崇，岡 政史，山田耕治，
伊東優哉，實藤雅文，松尾宗明：肥満の精査から診断に至った，ROHHAD症候群の1例．第94回
佐賀小児科地方会・第218回日本小児科学会長崎地方会合同地方会合同地方会 ハイブリッド開催．
2023，7，30現地開催及びWeb配信．

28 平川雄大，納所哲也，土井大人，熊本 崇：学校心臓検診で発見された narrow QRS 頻拍の一例．
第35回九州小児不整脈研究会 ハイブリッド開催．2023，11，3‐4 現地開催及びWeb配信．

29 平川雄大，土井大人，中村拓自，松尾宗明：君も知りたいアストロウイルスの世界－循環血液量減
少性ショックに至り，頭部MRI で異常信号を認めた1例－．第95回佐賀小児科地方会 ハイブリッ
ド開催．2023，12，3 現地開催及びWeb配信．

30 江口啓意，西 眞範，納所哲也，松尾宗明：NUDT15ホモ接合体変異を有し，ALL治療後3か月
に発症した治療関連AMLの一例．第28回九州山口小児血液・免疫・腫瘍研究会．2023，1，7．

その他の学会
1 中村拓自，山下尚夏，松尾宗明：自閉スペクトラム症，境界知能を有し，幻聴などの精神症状を来

した小学生男児．第14回こどもの心の診療機関の勉強会及び情報交換会．2023，3，18Web開催．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 松尾 宗明 厚生労働科学研究費
補助金

難治性疾患政
策研究事業

2 早老症のエビデンス集積を通
じて診療の質と患者QOLを
向上する全国研究

200

教 授 松尾 宗明 厚生労働科学研究費
補助金

難治性疾患政
策研究事業

2 神経皮膚症候群および色素性
乾皮症・ポルフィリン症の学
際的診療体制に基づく医療最
適化と患者QOL向上のため
の研究

1，000

教 授 松尾 宗明 令和5年度「橋渡し
研究プログラム」
（九州大学拠点）

シーズC 2 先天性有機酸血症の新治療薬
による医師主導臨床試験準備
研究

500

教 授 松尾 宗明 再生・細胞医療・遺
伝子治療実現加速化
プログラム（疾患特
異的 iPS 細胞を用い
た病態解明・創薬研
究課題）

疾患特異的
iPS 細胞を用
いた病態解
明・創薬研究
課題

2 新・標的分子と新・神経機能
解析法を用いた糖脂質代謝異
常症の薬剤開発

1，000

准教授 實藤 雅文 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 子どもの視空間注意の神経基
盤の解明～縦断的コホート研
究～

1，300

准教授 實藤 雅文 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 発達期の欠神てんかんと注意
欠如・多動性障害の関連の解
明～定量的脳波・遺伝子解析
～

1，040

診 療
准教授

垣内 俊彦 科学研究費助成事業 若手研究 1 腸内細菌草叢からのアプロー
チ「ピロリ菌と自閉症スペク
トラム症」の相関関係の解明

2，800

診 療
准教授

垣内 俊彦 肝炎等克服実用化研
究事業

肝炎等克服緊
急対策研究事
業（AMED）

2 小児のウイルス性肝炎の経過
及び治療選択に関する研究

130

診 療
准教授

垣内 俊彦 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 次世代へのピロリ菌感染防止
による胃がん予防に向けた経
済分析

100

診 療
准教授

垣内 俊彦 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 行政主導の若年者向けピロリ
菌感染対策による胃がん予防
プログラムの検討

150

診療准
教 授

垣内 俊彦 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 中高生ピロリ菌検診と除菌治
療：全国調査による実施の現
状と問題点の把握

100

診 療
准教授

垣内 俊彦 佐賀県委託事業 未来へ向けた
胃がん対策推
進事業

1 佐賀県下中学3年生を対象と
したヘリコバクター・ピロリ
菌感染検査及び除菌治療事業

31，329

研究助成等
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職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

診 療
准教授

垣内 俊彦 日本小児科学会学術研究賞 小児Helicobacter pylori の臨床意義における網羅的研
究と新規診断薬の開発

診 療
准教授

垣内 俊彦 日本ヘリコバクター学会学術賞 小児Helicobacter pylori 感染症における網羅的研究と
CAM耐制判定を含めた新規診断薬の開発

診 療
准教授

垣内 俊彦 日本小児保険協会 小児保健・愛育会
賞

未来へ向けた胃がん対策推進事業

医 員 平川 雄大 最優秀演題賞受賞 学校心臓検診で発見された narrow QRS 頻拍の一例

学術（学会）賞
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